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南部国道事務所の管理路線

南部国道事務所の組織図

１  南部国道事務所の概要 ２  改築調査
南部国道事務所は、沖縄本島の中南部地域にお
ける国道58号・329号・330号・331号・332号・506号
（那覇空港自動車道）の6路線（148.506km）の管理・
改築を実施しています。
管内には、人口約3２万人の県都那覇市をはじめ、
沖縄市、浦添市、宜野湾市、糸満市、豊見城市、南城
市などの都市があり、県人口の約８割が集中してい
ます。
当事務所は、安全で円滑・快適な道路交通を確保
し、地域住民の生活の安定・向上、産業の振興発展
を図るため、鋭意事業を進めているところです。

南部国道事務所が推進している主な計画

ハシゴ道路

調査は、道路及び道路交通、地域の現況を把握することから始まります。道路交通情勢調査は、道路交通の現況、自動車の利
用実態を調査し、道路の計画・建設・維持管理などについて、基礎資料を得ることを目的に実施しています。
また、地域の土地利用計画との整合を図りながら、路線計画調査や環境調査及び予測評価を行って対策の検討を実施し、沿
道地域との調和のとれた計画を立案しています。

ハシゴ道路とは、沖縄自動車道、一般国道58号、
329号を柱としたハシゴ状の道路ネットワーク(沖
縄西海岸道路の整備、東西道路の追加・強化及び
スマートICの導入)を構築することにより、渋滞の解
消や交通事故抑制、観光支援、地球温暖
化対策、物流の効率化などへの
効果が期待されます。

那覇都市圏交通円滑化
（２環状７放射道路）
環状・放射道路を整備することにより、交通経路

の分散を図り、那覇市内の混雑時旅行速度の全国
ワースト1脱却を目指します。

国道329号、臨港道路、県道82号線(那覇糸満線)

・

管内の概要及び主要事業箇所
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１　中央環状道路

国道330号、沖縄自動車道、那覇空港自動車道(南風原道
路、豊見城東道路、小禄道路)、那覇西道路、那覇北道路、
浦添南道路、浦添北道路、県道153号線

２　外郭環状道路

2環状道路

7放射道路

単位：km

令和3年4月1日　現在 市役所・町役場
事業中・供用中
計画中
事業中・供用中
計画中

環状道路

放射道路

凡　例

１　国道58号
２　国道330号
３　那覇インターアクセス道路、沖縄自動車道
４　県道222号線(真地久茂地線)、与那原バイパス、南風原バ
イパス、西原バイパス、国道329号

５　国道507号(津嘉山バイパス)、南風原知念線(南部東道路)
６　国道507号(津嘉山バイパス)、八重瀬道路
７　県道221号線、国道331号、豊見城道路、糸満道路

南部国道事務所の管理路線
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与那原バイパス
平成17年度部分暫定開通区間

南風原バイパス
平成17年度部分暫定開通区間

高規格幹線道路
サービス速度　80～100km/h

地域高規格道路
サービス速度　60～80km/h

広域的な幹線道路
サービス速度　35km/h程度

豊見城・名嘉地IC

豊見城IC

南風原南IC

南風原北IC

西原JCT

那覇IC

E58

58

506

329

331

332

330

507

507

N

那覇空港

沖縄
都市

モノレ
ール

臨港
道路

小禄道路
L=5.7km

豊見城東道路　L=6.2km

(自)那覇市鏡水

L=3.5km
平成25年度　4車線開通

L=2.7km
平成26年度　4車線開通

なは かがみず

那覇西道路

南風原道路
L=5.9km

名嘉地ロングランプ
L=1.0ｋｍ

平成22年度 供用

(至)豊見城市名嘉地
とみぐすく

(
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見
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市
名
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地
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ち
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那覇市

南城市

南風原町

豊見城市

八重瀬町

与那原町
那覇市役所

沖縄県庁

南風原町役場

３  改築事業
506 那覇空港自動車道

那覇空港自動車道、沖縄西海岸道路など

北谷拡幅、浦添拡幅、与那原バイパス・南風原バイパス、西原バイパスなど

設計諸元
区間

延長
道路規格
設計速度
車線数

(自)那覇市鏡水
(至)西原町字池田
17.8km
第1種第3級
80km/h
4車線

事業経緯

事業の手順

高規格幹線道路指定
基本計画決定
都市計画決定
整備計画決定
事業開始
完成供用

昭和62年度
　　―
平成21年度
　　―
平成23年度
　　―

昭和62年度
平成元年度
平成2年度
平成2年度
平成3年度
平成26年度

昭和62年度
平成元年度
平成2年度
平成2年度
昭和63年度
平成12年度

年度
小禄道路 豊見城東道路 南風原道路

第四次全国総合開発計画（昭和62年6月）において、21世紀に向け多極
分散型の国土を形成するため、全国で14,000kmの高規格幹線道路網の
必要性が提唱されました。

高規格幹線道路網を形成する那覇空港自動車道は、沖縄県最大の広
域交通拠点である那覇空港と沖縄自動車道を結ぶ、一般国道の自動車専
用道路として昭和62年6月に指定されたものであり、沖縄県の経済活性
化、観光の振興、高速性及び定時性の確保に大きく寄与するものです。

高規格幹線道路、地域高規格道路とは

南部国道事務所の改築事業は、高規格幹線道路（那覇空港自動車道）をはじめ、地域高規格道路（沖縄西海岸道路）、一般二
次改築の計12事業を実施中です。
また、地域高規格道路では宜野湾地区の調査を進めています。

高規格幹線道路とは、高速自動車国道を中心に一般国道の自
動車専用道路を加えた全国的な自動車交通網を形成する自動
車専用道路であり、自動車が高速かつ安全に走行できるような
構造の道路です。地域発展の拠点となる地方の中心都市を効率
的に連絡し、地域相互の交流の円滑化、重要な空港・港湾と高規
格幹線道路を連絡し、自動車交通網と空路・海路の有機的な結
合、全国の都市・農村地区から概ね1時間以内で到達し得るネッ
トワークの形成等の全国の高速交通サービスの均てんに資する
ために整備します。

地域高規格道路は、高規格幹線道路と一体となって通勤圏域
の拡大や都市と農村地域との連携の強化等による地域集積圏
の拡大(連携機能)、高規格幹線道路を補完し、物資の流通、人の
交流の活性化を促す地域集積圏間の交流を図り(交流機能)、空
港・港湾等の広域交流拠点や地域開発拠点等との連絡(連結機
能)を図る道路であり、自動車専用道路またはこれと同程度の機
能を有し、高速サービスを提供できる道路として整備します。

一般二次改築道路とは
道路の整備にはまず一次改築があり、未舗装や未整備の道路を道路構造令の規定にしたがって改築します。

一次改築が完了している道路の中で、交通量の増加や線形不良などでさらに改築が必要になった道路を整備するこ
とを二次改築といいます。

一般二次改築道路とは、「一般国道」の中で「二次改築」が必要になった道路のことをいいます。

凡

例

一般国道(直轄改築区間)

一般国道(直轄管理区間)

一般国道(直轄管理区間外)

4車線以上 2車線

4車線以上 2車線以下

4車線以上 2車線以下

自専道

事業中

事業中
4車線以上 2車線以下

事業中

主要地方道

一般県道

国土開発幹線自動車道等
4車線以上
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那覇空港
那覇空港IC

豊見城・
名嘉地IC

豊見城IC

南風原北IC

西原JCT

南風原南IC
(仮称)
瀬長IC

52,500

17,500

42,900

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

小禄道路整備前 小禄道路整備後

交
通
量
（
台
/
日
）

約7割減少70,000

国道331号小禄地区の交通渋滞の緩和
及び那覇空港までのアクセス向上

並行する国道331号の交通量の変化 那覇空港から西原JCTまでの所要時間の変化

高規格幹線道路
開通済み

とみぐすく ひがし
506

平成26年度   開通区間

豊見城東道路は那覇空港自動車道の一部を構成する道
路であり、那覇都市圏の渋滞緩和や那覇空港へのアクセス
性向上などを目的としています。
平成20年3月に全線２車線開通し、平成27年3月に全線４
車線開通しました。現在は小禄道路との接続箇所の調査
設計を実施しています。

設計諸元
区間

延長
道路規格
設計速度
車線数

(自)豊見城市名嘉地
(至)南風原町山川
6.2km
第1種第3級
80km/h
4車線

標準断面図 橋梁部事業経緯
事業の手順

高規格幹線道路指定
基本計画決定
都市計画決定
整備計画決定
事業開始
開通（4車線）

昭和62年度
平成元年度
平成2年度
平成2年度
平成3年度
平成26年度

年度

単位：m

トンネル部 単位：m本線ボックス部 単位：m

豊見城東道路
高規格幹線道路
整備中小禄道路

おろく
506

完成予想図

小禄道路は那覇空港自動車道の一部を構成する道路で
あり、那覇都市圏の渋滞緩和や那覇空港へのアクセス性向
上などを目的としています。
平成23年度に事業化され、現在、調査設計、用地買収、用
地補償、改良工事、橋梁下部工及びトンネル工を実施してい
ます。

豊見城東道路及び小禄道路の整備により、那覇中心部南側
の外郭環状道路が完成することから、国道331号等の那覇中心
部を通過する交通が減少し、交通渋滞の緩和が期待されます。

また、那覇空港までのアクセス性が向上するため、企業立地
の促進や物流産業の効率化及び観光産業の活性化が期待さ
れます。

設計諸元
区間

延長
道路規格
設計速度
車線数

(自)那覇市鏡水
(至)豊見城市名嘉地
5.7km
第1種第3級
80km/h
4車線

標準断面図 橋梁部
事業経緯

事業の手順
高規格幹線道路決定
都市計画決定
事業開始

昭和62年度
平成21年度
平成23年度

年度
年度

単位：m

トンネル部 単位：m土工部 単位：m

整備
効果

資料：(整備前)H27全国道路・街路交通情勢調査
　    ：(整備後)R12将来交通量推計結果

資料：民間プローブデータ（平日時間帯別所要時間）により算出

国道331号
小禄道路

整備前走行ルート
整備後走行ルート

25
16

0

5

10

15

20

25

30

小禄道路整備前 小禄道路整備後

所
要
時
間
（
分
）

9分短縮
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(自)那覇市港町
な   は みなとまち

(至)那覇市若狭

那覇北道路
L=2.2km

な   は わかさ

58
58

N

那覇市役所

資料：現況・将来交通量推計結果(R12)
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(百台/日)

0

0.8

1.2

1.6

0.4

(混雑度)

392
(67％)

189
(33％)

581

360
(81％)

83
(19％)

443

1.49

1.14

現況（H27） 整備後（R12）

混雑度が
約2割減少

通過交通が
約6割減少

0

300

400

500

600

200

100

(百台/日)

0

0.8

1.2

2.0

1.6

0.4

(混雑度)

431

123

1.80

0.51

現況（H27） 整備後（R12）

混雑度が
約6割減少

那覇IC

豊見城・
名嘉地IC

那覇
空港IC

(仮称)瀬長IC

豊見城IC

西原JCT

西原IC

北中城IC

沖縄南IC

沖縄北IC

南風原南IC

E58

58

331

329

329

330

N

沖縄自動車道
南風原北IC

豊見城・糸満地区 小禄地区 那覇地区 浦添地区 北谷地区 読谷・嘉手納地区

豊見城東道路
L=6.2km

南風原道路
L=5.9km

豊見城道路
L=4.0km

糸満道路
L=3.4km

小禄道路
L=4.0km

(全線L=5.7km)

那覇西道路
L=2.5km

那覇北道路
L=2.2km

浦添北道路
L=2.0km

(仮称)
浦添南道路 ※北谷拡幅

L=4.3km
※嘉手納バイパス
L=3.2km

読谷道路
L=6.0km

※宜野湾地区
L=4.5km

宜野湾地区

完成予想図

事業完了 事業完了

事業完了

整備中
58E58 沖縄西海岸道路

読谷村から糸満市に至る延長約50kmの道路であり、高規格幹線道路
である那覇空港自動車道と、那覇空港・那覇港といった広域交通拠点を
相互に連絡します。

また、恩納村海岸地区、南部西海岸地域の産業拠点となる糸満工業団
地と那覇市、空港等を連絡することにより、観光の支援、地域の活性化、
地域振興プロジェクトの支援に資する道路として整備します。

凡

例

一般国道(直轄改築区間)

一般国道(直轄管理区間)

計画中

一般国道(直轄管理区間外)

4車線以上 2車線

4車線以上 2車線以下

自専道

4車線以上 2車線以下

事業中

事業中
4車線以上 2車線以下

事業中

主要地方道

一般県道

国土開発幹線自動車道等
4車線以上

地域高規格道路な 　は　きた
58

那覇北道路は沖縄西海岸道路の一部を担い、国道58号
や那覇都市圏の渋滞緩和、那覇空港・那覇港へのアクセス
向上などを目的としています。
平成26年度に事業化され、現在、調査設計を実施してい
ます。

設計諸元
区間

延長
道路規格
設計速度
車線数

(自)那覇市港町～
(至)那覇市若狭
2.2km
第1種第3級
80km/h
6車線

標準断面図 橋梁部(本線部)

橋梁部(ランプ部)

事業経緯
事業の手順

計画路線決定
調査区間決定
都市計画決定
整備区間決定
事業開始

平成6年度
平成7年度
平成25年度
平成25年度
平成26年度

年度

那覇北道路

国道58号等の並行路線の交通渋滞の緩和
那覇北道路の整備により、

那覇市内に環状道路の一部
が形成されることで、那覇市
街地を通過する必要性の低
い交通が減少するため、並行
する国道58号や臨港道路の
交通渋滞の緩和が期待され
ます。

資料：現　況：全国道路・街路交通情勢調査(H27)
　    ：整備後：将来交通量推計結果
　    ※通過交通は、現況・将来交通量推計結果(R12)

計画概要
地区名

通過市町村名
延長

道路規格
設計速度

豊見城道路
Ｌ＝4.0km
平成元年度事業化
平成28年3月開通
糸満道路
Ｌ＝3.4km
平成2年度事業化
平成29年3月開通

第4種第1級
60km/h

第3種第1級
60km/h

約50km
第1種第3級
80km/h

第1種第3級
80km/h

糸満市　―　豊見城市　　・　　那覇市　　・　　浦添市　　・　　宜野湾市　・　北谷町　・　嘉手納町　―　読谷村

那覇西道路
Ｌ＝2.5km
平成4年度事業化
平成23年8月開通

小禄道路
Ｌ＝5.7km
平成23年度
事業化

那覇北道路
Ｌ＝2.2km
平成26年度
事業化

浦添北道路
Ｌ＝2.0km
平成18年度事業化
平成30年3月
暫定2車線開通
平成31年度 Ⅱ期
線(6車線)事業化

読谷道路
Ｌ＝6.0km
平成13年度事業化
平成15年度部分開通1.3km
平成25年度部分開通1.5km
嘉手納バイパス
調査中

豊見城・糸満地区 小禄地区 那覇地区 浦添地区 ※宜野湾・北谷・嘉手納地区 読谷・嘉手納地区

年度

調査、事業化の
経緯等

整備
効果

臨港道路の交通量と混雑度国道58号の通過交通と混雑度

調
査
中

調
査
中

那覇中心部関連交通
那覇中心部を通過する交通
混雑度

※沖縄西海岸道路の対象外事業（一般二次改築）

※現在事業化されている路線は沖縄西海岸道路の対象外事業（一般二次改築）
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58

58

読谷道路
(北部国道事務所事業)

L＝6.0km

嘉手納バイパス
L＝3.2km

平成15年度
部分開通
L=1.3km

道の駅
「喜名番所」

読谷
村役場

平成25年度
開通

L=1.5km

（自）北谷町浜川

ちゃたんはまかわ

N

(自)読谷村親志
よみたん おやし

(至)読谷村古堅
よみたん ふるげん

(自)読谷村古堅
よみたん ふるげん

(至)嘉手納町兼久
かでな かねく

E58

沖
縄
自
動
車
道

330

(

自)

宜
野
湾
市
宇
地
泊

ぎ
の
わ
ん

う
ち
ど
ま
り

(

至)

浦
添
市
港
川

う
ら
そ
え
み
な
と
が
わ

臨港
道
路 
浦添
線

浦添北道路
L＝2.0km

58

58

N

浦添市役所

沖
縄
自
動
車
道

所
要
時
間
（
分
）

30

40

50

20

46 40

6分短縮
国道58号の交通量の変化 周辺道路の

渋滞損失時間の変化

北谷町（アメリカンビレッジ）～
読谷村（座喜味城址）
所要時間の変化

7.0 7.03.0

22.0

2.5 2.5

3.53.53.53.5

高架部

20.5

側道部

7.0

側道部

7.0

7.01.75 1.757.03.0

3.5 3.5 3.5 3.5

2.5 3.5 1.0 1.0 3.5 2.5

未整備
(H29.10)

Ⅰ期線整備後
（H30.10）

Ⅱ期線整備後
(R12)

交
通
量
（
百
台
／
日
）

0

200

600

800

1000

400 780
(1.80)

690
(1.59) 420

(0.97)

220
(1.57)

390
(0.59)

(万人時間/年)

0

50

100

150

200

250

300

250万人
時間

120万人
時間

整備前 整備後

事業経緯

事業の手順

読谷道路
計画路線決定
調査区間決定
都市計画決定
整備区間決定
事業開始
部分開通

平成6年度
平成9年度
　　―
平成12年度
平成13年度
平成15年度
平成25年度

年度
読谷道路

平成6年度
平成9年度
　　―
　　―
昭和62年度

嘉手納バイパス

整備中

単位：m

単位：m

一般二次
改築

地域高規格
道路

よみたん かでな
58

国道58号の読谷村から嘉手納町の交通混雑の緩和と沿
道環境の改善を図るとともに、周辺観光施設へのアクセス
向上及び地域開発プロジェクトを支援することを目的とし
ています。読谷道路は一部区間が暫定2車線で開通し、現
在は調査設計、用地買収、改良工を実施、嘉手納バイパス
は調査設計を実施しています。

設計諸元

区間

延長
道路規格
設計速度
車線数

(自)読谷村親志～
(至)読谷村古堅
6.0km
第3種第1級
60km/h
4車線

嘉手納バイパス
(自)読谷村古堅～
(至)嘉手納町兼久
3.2km
第3種第1級
60km/h
4車線

標準断面図

読谷道路 嘉手納バイパス整備中
地域高規格道路うらそえ きた

58

浦添北道路は沖縄西海岸道路の一部を構成する道路で
あり、浦添市における国道58号の渋滞緩和や那覇港・那覇
空港へのアクセス性向上などを目的としています。
平成30年3月にⅠ期線が2車線で暫定開通し、現在、6車
線化に向けて、Ⅱ期線の調査設計、改良工事、橋梁下部工
を実施しています。

設計諸元
区間

延長
道路規格
設計速度
車線数

(自)宜野湾市宇地泊～
(至)浦添市港川
2.0km
第1種第3級
80km/h
6車線

標準断面図 土工部

橋梁部

高架部

土工部

浦添北道路 Ⅱ期線

読谷道路　平成25年度   開通区間

平成29年度  暫定二車線開通

事業経緯
事業の手順

都市計画決定
事業開始
Ⅰ期線（暫定2車線）開通
Ⅱ期線事業開始

平成17年度
平成18年度
平成29年度
平成31年度

年度
年度

整備
効果 整備

効果
国道58号の交通渋滞の緩和及び那覇空港までのアクセス性の向上

今後の沿線地域の観光拠点
の開発による観光客の増大が
想定されており、国道58号の
交通渋滞の緩和や那覇港・那
覇空港へのアクセス向上によ
り観光産業を支援します。

国道58号等の渋滞緩和及び周辺施設までのアクセス性の向上
並行路線である国道58号
や町道水釡大木線に集中す
る交通が分散し、渋滞が緩
和するとともに、北谷町～
読谷村間の所要時間が短縮
し、観光地までのアクセス
性が向上し、地域活性化を
支援します。 0

5
10
15
20
25
30

27分 22分

整備前 整備後

約19％短縮約52％削減

整備前 整備後
0

10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000

66,100
台/日

60,100
台/日

約9％減少

資料：交通量調査結果、R12将来交通量推計結果
資料：（那覇空港～北谷アメリカンビレッジ所要時間）：

プローブデータ H30.4～8（Ⅱ期線整備前）、浦添
北道路を80km/hで計算（Ⅱ期線整備後） ※嘉手納バイパスの整備効果資料：将来交通量推計結果

那覇空港～北谷アメリカンビレッジの
所要時間の変化

交通量と混雑度の変化
浦添北道路
国道58号

※()内は混雑度
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331

329

北谷拡幅
L＝4.3km

（
自
）北
谷
町
浜
川

ち
ゃ
た
ん
は
ま
か
わ

（
至
）宜
野
湾
市
伊
佐

ぎ
の
わ
ん
　   

い
さ

58 58

58

嘉手納国道出張所

N

E58

宜野湾市役所

北谷
村役場

沖縄自動車道

西原IC

330

浦添拡幅
L＝2.9km

(自)浦添市城間
うらそえ ぐすくま

(至)那覇市安謝
なは あじゃ

臨
港
道
路
 浦
添
線

沖縄自
動車道

58

N

西原IC

E58浦添市役所

将来(R12）
整備なし

将来(R12）
整備あり

現況（H27）

交
通
量
・
交
通
容
量
（
台
／
日
）

交通容量
（6車線）

交通容量（8車線）

83,600
65,000

94,500

将来交通量増加

将来(R12）
整備なし

将来(R12）
整備あり

現況（H27）

所
要
時
間
（
分
）

1.79 1.39 0.98

混雑度29%改善
渋
滞
損
失
時
間
（
万
人
時
間/km

・
年
）

58.9

29.4

約5割減少
旅
行
速
度
（km

/h

） 25.5
34.2

約3割速度向上

事業経緯

整備中
一般二次改築うらそえ

58

浦添拡幅事業は、南部西海岸地域と中部地域とを結び、
あらゆる交通が集中する国道58号の混雑緩和を目的とし
ており、アクセス性の向上による都市間連携の強化と経済
の活性化を支援します。平成30年度に事業化され、現在、
調査設計、用地買収、改良工事を実施しています。

設計諸元
区間

延長
道路規格
設計速度
車線数

(自)浦添市城間～
(至)那覇市安謝
2.9km
第4種第1級
60km/h
8車線

浦添拡幅整備中
一般二次改築ちゃたん

58

北谷拡幅は、交通の集中する沖縄本島中南部西海岸地
域において、国道58号の交通混雑緩和と沿道環境の改善
を図るとともに、周辺観光施設へのアクセス性向上及び地
域開発プロジェクト支援などを目的としています。
平成24年度に事業化され、現在、調査設計を実施してい
ます。

設計諸元
区間

延長
道路規格
設計速度
車線数

(自)北谷町浜川～
(至)宜野湾市伊佐
4.3km
第4種第1級
60km/h
8車線

標準断面図 標準断面図

事業経緯
事業の手順

都市計画決定
事業開始

平成21年度
平成24年度

年度

北谷拡幅

国道58号　城間交差点付近の渋滞状況国道58号の渋滞状況

年度

事業の手順
都市計画決定
事業開始

平成29年度
平成30年度

年度
年度

整備
効果

整備
効果 沖縄県最大の幹線道路である国道58号の渋滞緩和沖縄県最大の幹線道路である国道58号の渋滞緩和

資料：H27交通量調査結果、将来交通量推計結果
※将来時点での浦添拡幅整備前後の算出結果

資料：将来交通量推計結果

北谷地区の将来の混雑度北谷地区の将来の交通量と交通容量
浦添拡幅区間の渋滞損失時間変化 浦添拡幅区間の旅行速度変化浦添拡幅の整備により、国道

58号の交通渋滞の緩和、走行性
の向上、移動時間の短縮等が見
込まれます。

北谷拡幅の整備により、国
道58号の交通渋滞の緩和、走
行性の向上、移動時間の短縮
等が見込まれます。

原則、山側へ拡幅整備前　30.00ｍ
拡幅　約15.00m整備前　30.00ｍ

6車線から整備前 8車線へ整備後
6車線から整備前 8車線へ整備後

単位：m
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国道329号
18,000 8,100

南風原バイパス
31,300

49,900
39,400

国道329号
30,000

与那原バイパス
30,500

19,400

60,000
50,000
40,000
30,000
20,000
10,000

0

交
通
量
（
台
／
日
）

未整備時 未整備時整備時 整備時

4.00 4.001.50 1.501.501.50 7.00 7.003.00

31.00
一般部

4.00 1.50
11.00

5.50 4.001.505.50

16.30
0.90 0.906.50 6.501.50

11.00

高架部

側道部 側道部

4.00 4.001.50 1.501.501.50 7.00 7.003.00

31.00
一般部

18.50
0.75 0.757.00 7.003.00

4.00 1.50
11.00

5.50 4.001.50
11.00

5.50

高架部

側道部 側道部

南風原バイパス
L＝2.8km

与那原バイパス
L＝4.2km

平成17年度
(4/4)開通済
L＝0.2km

平成30年度
側道部開通済
L=1.2km

平成27年度
(4/4)開通済
L＝0.3km

（
自
）南
風
原
町
与
那
覇

は
え
ば
る

（
至
）那
覇
市
上
間

な
は

う
え
ま

（
至
）南
風
原
町
与
那
覇

平成16年度
(2/4)開通済
L＝0.3km

平成25年度
(2/4)開通済
L＝0.3km

令和3年度
(2/4)開通予定
L＝2.2km

平成22年度
(2/4)開通済
L＝0.5km

平成17年度
(2/4)開通済
L＝0.5km

平成26年度
(2/4)開通済
L＝0.7km

与那覇地区
L＝2.5km

西原地区
L＝1.7km

（
自
）西
原
町
小
那
覇

に
し
は
ら  

お
な
はよ

な
は

は
え
ば
る

よ
な
は

西原JCT

那覇IC

E58

329

329

331

沖
縄
自
動
車
道

与那原
町役場

N

南風原バイパス
令和2年7月22日 撮影

与那原バイパス　事業経緯
事業の手順

都市計画決定
事業開始
部分開通

全線暫定2車線開通予定

平成12年度
平成4年度
平成17年度
平成22年度
平成25年度
平成26年度
令和3年度

年度
南風原バイパス　事業経緯

事業の手順
都市計画決定
事業開始
部分開通

平成12年度
平成7年度
平成16年度
平成17年度
平成27年度
平成30年度

年度

一般二次改築
整備中与那原バイパス・南風原バイパス

よなばる はえばる
329

与那原バイパス並行区間　渋滞状況

与那原バイパス及び南風原バイパスは西原町から南風原町における国道
329号の渋滞緩和や那覇都市圏へのアクセス強化による幹線道路網の形成
などを目的としています。
これまでに与那原バイパスが約2.0km、南風原バイパスが約2.0km部分
開通しました。
現在、与那原バイパスは、調査設計、用地買収、用地補償、橋梁上部工、改
良工、舗装工、南風原バイパスは、調査設計、橋梁上部工を実施しています。

与那原バイパス　設計諸元
区間

延長
道路規格
設計速度
車線数

(自)西原町小那覇
(至)南風原町与那覇
4.2km
第4種第1級
60km/h
4車線

高架部

南風原バイパス　標準断面図

高架部
単位：m

単位：m

一般部 単位：m 一般部 単位：m

与那原・南風原バイパスの整備により、国道329号の交通渋滞の緩和に資するとともに、那覇空港自動車道と
一体となり、那覇空港などの物流、観光拠点へのアクセス向上が見込まれます。

幹線道路ネットワークの形成による国道 3 2 9号の渋滞緩和
並びに物流、観光拠点などへのアクセス向上

整備
効果

資料：R12交通量推計結果
与那原バイパス

令和3年4月16日 撮影

南風原バイパス　設計諸元
区間

延長
道路規格
設計速度
車線数

(自)南風原町与那覇
(至)那覇市上間
2.8km
第4種第1級
60km/h
4車線

与那原バイパス　標準断面図

国道329号の交通量変化
（南風原バイパス並行区間）

国道329号の交通量変化
（与那原バイパス並行区間）
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329

329

329

331

N

西原町役場

与那原町役場

沖
縄自
動車
道

西原IC

E58

所
要
時
間
（
分
）

20

40

60

0

所
要
時
間
（
分
）

20

40

60

0

４  用地
道路事業の促進にあたっては事業用地の確保が大前提となります。これらの事業に必要な用地の取得にあたっては、「公共用
地の取得に伴う損失補償基準」に基づき公平かつ適正に補償を行っています。

公共用地の取得にあたっては、土地所有者などと十分に話し合いを行い事業に対する理解と協力を得られるよう誠意をもって
任意で協議を進めてまいりますが、どうしても任意で取得できない場合においては、土地収用制度の活用による取得も行います。

道路をつくる目的や計画の内
容について説明を致します。

道路は公共財産です。

これらの用地買収や

そのための補償を

行っています。
土地所有者や隣接地所有者の
立 会いのもとで、測量を行い取
得する面積を確定いたします。

建物や工作物、 立竹木等は所
有者ごとにその種類、 構造、 数量
等について調査いたします。

土地の価格、 建物、 エ作物な
どの補償額は国が定めた「補償
基準」に甚づいて適正かつ公平
に算定いたします。

士地や建物、立竹木などについ
て調査の方法及び補償内容につ
いて説明いたします。

譲っていただいた土地は、士地
所有者等関係者の方々に必要書
類を提出していただき、当事務所
で登記を行います。建物等物件
の移転については各人で行ってい
ただきます。

所有者による建物等物件の移
転が完了した後、 起業者による
移転完了等の確認が行われ、 土
地の引渡しが完了すると補償金
が支払われます。

算定した補償金額を提示し、 
補償内容をご理解いただけるよ
う、所有者及び関係者の方々に個
別に説明いたします。
用地協議が整いますと、 土地
建物の所有者及び関係者の方々
と個別に契約いたします。

1 事業計画説明会 2 土地の測量

4
建物・エ作物・
立竹木等の調査 5 補償額の算定3 用地説明会

7 土地移転登記、物件の移転 8 補償金の完了払い6 協議・契約

このような目的で

事業が計画され、

施工されます

土地の
引き渡し

更地の状態現在の宅地

整備中
一般二次改築にしはら

329

西原バイパスは、南風原バイパス、与那原バイパスと一
体となり幹線道路網を形成し、当地域における交通渋滞の
緩和、冠水時の代替路の確保、産業振興の支援とともに那
覇市へのアクセス向上を図ることを目的とする道路です
令和3年度に事業化され、現在は調査設計を実施してい
ます。

区間

延長
道路規格
設計速度
車線数

(自)中城村津覇～
(至)西原町小那覇
3.6km
第4種第1級
60km/h
4車線

事業の手順
計画段階評価
都市計画決定
事業開始

平成29年度～令和元年度　　　
令和2年度
令和3年度

西原バイパス

年度

整備
効果 重要港湾の中城湾港や那覇市までの速達性の向上

西原バイパスの整備により、
国道329号の交通渋滞の緩和に
資するとともに、与那原・南風原
バイパスと一体となることで、県
内最大規模の小那覇工業団地
が立地する西原町から重要港湾
の中城湾港や那覇市までの速
達性が向上し、地域産業を支援
します。 資料：現況：H27全国道路・街路交通状況調査 混雑時旅行速度より算出

将来：H27全国道路・街路交通状況調査 昼間12時間平均旅行速度
西原バイパス、与那原バイパス、南風原バイパスは設計速度(60km/h)で算出

那覇市～小那覇工業団地の
所要時間の変化

中城湾港～小那覇工業団地の
所要時間の変化
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５  維持・管理・修繕
管理
道路を効率的に末永く利用していくためには、適切な維持管理を実施していくことが重要です。また、台風の多い沖縄県で
は、防災対策や災害復旧といった防災面での対応も不可欠です。さらに、安心・安全な道路空間の確保や、地域住民と一体と
なった道路管理が重要です。これら沖縄県の特性を十分踏まえながら、管理業務を推進しています。

維持・管理

日常のパトロールなどを通じて、路面の応急処置や清掃、防護柵・標識などの補修、橋梁・トンネルなどの構造物の補修と
いった維持・管理業務を行っています。

防災対策・構造物保全

道路交通の安全性向上を図るために、防災対策及び構造物保全が必要な地区において、法面工、橋梁補修、橋梁の耐震補
強、ボックス補修などの対策を実施し、より安全な道路空間の整備を進めていきます。
また、台風が多い沖縄県では、迅速な災害復旧も重要な業務となっています。

機械・電気通信
道路の維持管理を円滑に進めるため、パトロールカーをはじめ、路面清掃車等の維持管理用機械及び照明車等の災害対策用
機械を保有し、車両の運行管理を行っています。また、道路管理に必要な各種情報をオンライン・リアルタイムで収集・提供する
ため、光ファイバーネットワーク及びCCTVカメラ・道路情報提供装置等の整備・維持管理を行っています。

行政上の管理
道路を正しく安全に利用していただくよう、許可や承認といった行政上の管理業務を行っています。

道路占用許可

道路を継続して使用し、占用する場合には、道路管理者から道路占用許可を受けなければなりません。
電気・上下水道・ガス・通信、看板・足場など、インターネットを利用して道路占用許可申請を行うことが可能です。
道路占用システム：https://www.doro-senyo.go.jp/top/top.html

特殊車両通行許可

道路構造の保全と交通の危険防止のため、一定の大きさを超える車両は通行許可
が必要です。南部国道事務所では、定期的に特殊車両の指導取締を実施しています。
インターネットを利用して特殊車両通行許可申請を行うことが可能です。
特殊車両システム：http://www.tokusya.ktr.mlit.go.jp/PR/

17 18



６  交通安全

７  電線共同溝

交通安全対策

安全で快適な歩道空間の確保、都市災害の防止、情報ネットワークの信頼性の向上、都市景観の向上などを目的とし、平
成7年3月に「電線共同溝の整備に関する特別措置法」が制定され、国道58号浦添地区、那覇地区、国道330号沖縄地区の整
備を進めてきました。

現在は、国道58号読谷村伊良皆地区、国道329号沖縄市高原地区、国道331号那覇市奥武山地区・南城市知念久手堅地区・
南城市佐敷津波古地区について、関係機関との調整を行い事業を推進しております。

交通事故を抑制し、安心・安全で円滑な交通を確保するために交差点改良や道路関連施設（道路標識など）の設置といった取
組を推進しています。また、高齢者などをはじめとしたすべての人が、快適に利用できる道路空間の整備に向け、歩道整備やバリ
アフリー設備・バス停車帯整備などの取組を実施しています。

南城市佐敷津波古地区は、 近隣に小学校や県
営団地、 社会福祉施設等が立地しており、 通学路
及び自歩道に指定されていますが、 歩道の未整備
区間や狭隘幅員区間、 線形不良区間を有してお
り、 交通事故の危険性が危惧されています。

平成21年6月に地元児童が路線バスと接触し、 
死亡する事故が発生しており、 早急な対応を行う
必要があります。

この状況を改善することを目的に、 歩道整備や
道路線形改良・車両停車帯の設置等を行います。

右折2車線化(瑞慶覧交差点) 交差点改良（上間交差点)

路面標示の改善等(宜野湾愛知) 防護柵設置等（佐敷小学校前)

狭隘歩道を歩行する児童 停車しているバスによる直進阻害の状況（馬天バス停）

道路交通の安全確保を図るため、歩道の新設・拡幅、
交差点改良などの道路交通環境の整備や道路照明灯・
防護柵設置による交通安全対策を行っています。

交通事故の抑制を図るため路面標示の改善等によ
る事故対策を行っています。

歩行者事故の抑制を図るため防護柵設置等による
事故対策を行っています。

一種事業：歩道整備、バス停車帯整備、交差点改良などを行います。
二種事業：道路照明灯、防護柵、道路標識、道路情報表示装置、区画線などの

設置を行います。

事故対策
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 国道・県道・高速道路についての
相談・問合せは・・・

情報発信、提供、問合わせ

Mail：michi.soudan.v3k@ogb.cao.go.jp
Fax：098-861-9928

道の相談室

携帯電話から道路規制情報をチェック！ 道路の異常を発見したら…

http://www.dc.ogb.go.jp/nankoku/
nankoku01/ktai/index.html

９  情報発信

落下物・逆走車・人や自転車等の立ち入り、路肩の
崩壊、路面の穴ぼこなど、車両の通行に支障となる
道路の異状・緊急事態を発見した際には＃9910(全
国共通・無料)にてご連絡ください。迅速な対応を図
ります。

住民との協働

８  住民との協働
　南部国道事務所では、ボランティア・サポート・プログラムなど、道路利用者や地域住民と協働した道づくり・地域づくりを推
進しています。

実施風景

ボランティア・サポート・プログラム
地域住民、企業等が実施団体となり、道路管理者が協
力して道路清掃（緑化）等の活動を行い、地域にふさわし
い道づくりを進めることを目的とした“ボランティア・サ
ポート・プログラム”を推進しています。
地域住民や企業のみなさんに道路の美化清掃などに
参加していただき、皆さんとともに快適な道づくりや道路
管理を実施していきます。

道路ふれあい月間

国土交通省では、毎年8月を「道路ふれあい月間」として、道路の愛護活動
や道路の正しい利用の啓発等の各種活動を推進しています。取組みの一環と
して、継続的に道路の美化清掃、道路景観の維持向上に努め、その功績が特
に顕著な団体へ表彰を行っております。
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